
 

 

研究に関するお知らせ  

慢 性 血 栓 塞 栓 性 肺 高 血 圧 症 に 対 す る           

バルーン肺動脈拡張術の成績報告 

 

東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科では、以下にご説明する研究を実施してい

ます。 

この研究への参加を希望されない場合には、研究不参加とさせていただきますので、下の

お問い合わせ先にお申し出ください。お申し出になられても、診療を受ける上で不利益を

被ることはございませんのでご安心ください。なお、この研究は当センターの倫理委員会

で承認を受けています（承認番号 H16090）。 

■研究の対象となる方 

当センターで 2016 年 4 月～2017 年 4 月までに慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対してバルー

ン肺動脈拡張術を施行された方。 

■ご協力いただく内容 

上記対象期間内に得られたバルーン肺血管拡張術の結果ならびに診療録に記録された診療

情報を、研究に使用させていただきます。使用に際しては政府が定めた倫理指針に則って

個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

診療以外での採血など、患者さんに新たにご負担を頂くことはございません。また、得ら

れた情報は国立国際医療研究センター病院で同様の治療を受けられた患者さんの情報と合

わせて解析をします。 

■研究の概要 

【意義・目的】 

 慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するバルーン肺動脈拡張術は本邦を中心に発展してきた

治療法です。未だ限られた施設でのみ実施されており、今後その手技の標準化が必要と考

えられています。治療成績を十分に検討し報告することは、同治療の発展のために非常に

重要であると考えられます。 

【方法】 

当院で施行されたバルーン肺血管拡張術の成績・画像データを収集します。得られた情

報は国立国際医療研究センター病院で同様の治療を受けられた患者さんの情報と合わせて

解析をします。 

■お問い合わせ先 

  東邦大学医療センター大橋病院  

循環器内科 助教 池田長生 03-3468-1251 


